
 

第 42回支援連絡調整会議 議事録 

 

 

1. 事務局連絡（10：00～10：05） 

 第 38回運営委員会 報告 

来年度体制について継続議論中（詳細は適宜報告）。事務局主導で進める支援連絡調整

会議の終了が正式に決定。来年度も年度の始まりに団体登録票の提出をもって登録に

なると思われる。提出時期が例年より早まる可能性もあるのでよろしくお願いします。 

 事務局の年末年始休業 

12/29（木）～1/3（火）まで。 

 

2. 活動報告（10：05～10：40） 

 各団体より活動報告、今後の予定などを共有（全体） 

※以下発表順、発表者敬称略に記載 

※発表の順番は第 42 回支援連絡調整会議参加者名簿に準ずる。番号は名簿の番号を記載。 

◆活動報告 

1～2 陸前高田市復興支援

連絡会／佐藤 

・見廻り：高畑仮設（米崎）で退去済みの住宅の給湯器から

水漏れがあったため、元栓を閉め対応した。 

・お茶会：広田・小友の災害公営住宅で開催中。大野（広田）

では、防災集団移転地 17戸だけでなく周辺地域の方々にも

声掛けをして実施している。田端（広田）でも、周辺地域の

方々の参加がある。 

◇年末年始休暇：12/29（木）～1/3（火）まで 

3 いわて連携復興セン

ター／葛尾 

・11/29（火）「岩手 NPO×首都圏企業 東京交流会」には約

40名の参加があった。第 2回は 2/17（金）。また、前段階と

なる「寄附募集セミナー」は 1/19（木）13:30～16:00 陸前

高田市コミュニティホールで行う。 

◇年末年始休暇：12/28（水）～1/4（水）まで 

4～5 大船渡地域振興セン

ター／高橋 

・被災者相談支援センター：11 月の相談件数は、相談員対

応 60件。内訳は、住宅関係が 31件（内、公的支援制度に関

するものが多く 19件）。また、専門家相談 5件。内訳は、弁

・各団体より 11月以降の活動報告、連携報告、協力依頼およびイベント告知、また各団体 

の年末年始休暇について。質問あれば適宜。各団体 2分程度で報告。 

日 時：2016年 12月 13日(火) 10：00～12：00 

場 所：陸前高田市コミュニティーホール 大会議室 A 

出席者：16団体 22名 

文 責：佃（事務局） 



 

護士が 3件、司法書士が 2件。 

・12/11(日)に陸前高田市役所で住宅再建相談会を実施。来

場者は 9 組 10名。補助金や災害公営住宅への入居手続きな

どの確認が多かった。次回は 1/29（日）に開催予定。 

・「いわて復興だより」、「被災者相談支援センターだより」

をご覧ください。 

◇年末年始休暇：12/29（木）～1/3（火）まで 

6 国立大学法人岩手大

学 三陸復興・地域創

生推進機構／佐々木 

・2/11（土）「子どもの心とあゆみを支えるシンポジウム」

のご案内。宮城・福島・岩手で子ども支援を行っている団体

の活動報告とシンポジウムを釜石で開催予定。 

◇年末年始休暇：おそらく 12/28（水）～1/3（火）まで 

7 市教育委員会 生涯学

習課／森下 

・乳幼児学級：10 月から後期（全 5 回）を実施。内容は、

読み聞かせ・睡眠・食事・運動・リトミック。12/12（月）

に最終回を迎えた。アンケートでは好評だった。 

来年度は、地域子育て支援センターにも入っていただき計画

を立てていく予定。 

8～9 NEC ネッツエスアイ

（ひまわりハウス）／

村上 

ひまわりハウスで、毎週水曜 19:00～21:00に『水曜日の音

楽祭』をスタートした。音楽が好きな方々が集まってわいわ

いする会。ご興味のある方はどうぞ。 

◇年末年始休暇：12/29（木）～1/4（水）まで 

10 NPO 法人 福祉フォー

ラム・東北（朝日のあ

たる家）／長友 

・12/17（土）「ゴスペル クリスマスコンサート」を開催予

定。 

◇年末年始休暇：12/29（木）～1/3（火）まで 

11 高田大隅つどいの丘

商店街／山本 

・商店街事務局山本（所属:協働センター）が 12月末で協働

センターを退職する。商店街事務局は、今年度末まで協働セ

ンターが担うので、問合せ等があれば同センターまで。 

◇年末年始休暇：事務局は 12/30（金）～1/3（火）まで 

商店街店舗に関してはご確認ください。 

12 NPO 法人ハマトラ 横

浜フットボールネッ

トワーク／篠原 

・11/19（土）「フットサルいっしょにやろう」を横田で開催。

横浜からは大人 20名で臨んだ。37名の子どもが参加し、元

気に遊ぶ姿が見られた。横田地区の仮設居住率は 4割（6割

は転居）だが、子どもの参加人数は変わらない（むしろ最多）。

横田小学校の児童総数 65名も変わっていない（転居後も横

田小学校に通う子どももいる）。 

このイベントをもう少し続けていきたいと考えている。 

13 陸前高田まちづくり

協働センター／三浦 

・高田地区市民会議：地域づくりの一環として毎月実施。今

年度の実施企画 2つが決定。まず、高田地区の住民のみなさ

んの交流を目的に 2/26（日）「新春カラオケ祭り」を開催予



 

定。現在、町内会長を通じて参加者を呼び掛けているところ。

もう一つは、今年うごく七夕の山車が一堂に会することがな

かったのでせめて写真で、と「七夕の写真展示」を行う予定。 

◇年末年始休暇：12/30（金）～1/3（火）まで 

14 復興庁岩手復興局／

越前 

・12/17（土）「『新しい東北』交流会 in釜石」を開催予定。 

テーマは「地域コミュニティ活性化」、最新事例の共有と交

流。釜石 PITでパネルディスカッション等も行われる。詳細

は復興庁のホームページをご覧ください。 

15 教育支援チーム「ま

つ」／佐々木 

・12/6（火）先生方を対象に、気仙光陵支援学校の先生を講

師に招き、学校に行きにくい子どもたち（学級に来ても馴染

めない子どもたち）への対応・支援の在り方について話し合

いを行った。参加は約 10名。毎年行っているが、年に 2回

程やりたいと考えている。 

◇年末年始休暇：12/28（水）～1/5（木）まで 

16 もっちぃと森の仲間

たち／望月 

 

・モビリアの畑じまいの手伝いを行った。 

・仲間のりんご農家が来て、市内子ども関係の施設等へ配布。 

・花巻で獲れた干し柿用の渋柿も市内各所に配布。きらりん

きっずでは、干し柿づくりをして盛り上がったとのこと。 

・ヤルキタウン 4周年記念イベントでは、岩手大学の民俗芸

能サークル「ばっけ」の引率をした。 

・長部の仮設が 3月末で終了ということで、引越しの手伝い

を考えている。 

・本日、大槌経由で岩泉に行き、りんごや毛布、サンタの衣

装を届ける予定。 

◇年末年始休暇：未定 

17 ～

18 

認定 NPO 法人 遠野山

里暮らしネットワー

ク／林、佐藤 

・12/29（木）いわて生協と関西 3 生協で「年末の昼食会」

（毎年開催）を行う。場所は、中田災害公営住宅・長部コミ

セン・二日市仮設・滝の里仮設の 4ヶ所。 

・東京の目黒学院中学校で、毎年卒業時に入れ替えるロッカ

ーの古い分が約 100個ある。ロッカーは連結できる使用とな

っている。ご希望の方はご連絡を。（林） 

・12/12（月）中田災害公営住宅で「編み物交流会」を実施。 

遠野と陸前高田の方が講師となりアクリルたわしを作った。

参加は約 15名で、男性はお茶係をしていた。毎月行う予定。 

また、他の災害公営住宅でも実施予定（料理交流会も）。 

・「ほっとひといき事業」：月 1回行ってきたが、来年度は年

に 2回（各 20名）で実施予定。 

・引越しボランティアは落ち着いてきた。（佐藤） 



 

19 陸前高田市社会福祉

協議会／松本 

・12/1（木）から、中田災害公営住宅の中に「市民交流プラ

ザ中田」を開設（備品は未整備）。利用時間は平日 10時～15

時。住民からジグソーパズルの寄贈があった。 

・11 月に今泉と長部災害公営住宅の入居に先立ち、バスツ

アーと交流会を開催。水上災害公営住宅の内覧と、市役所で

昼食会（自己紹介）を行った。概ね好評だった。 

◇年末年始休暇：本部 12/29（木）～1/3（火）まで 

※生活支援員は 12/30まで活動 

20 〜

22 

特定非営利活動法人

パクト／桒久保・山田 

〈二又復興交流センター〉 

・11～12 月でまちゼミに出店。学ぶことが多く良い機会に

なった。 

・1月は宿泊利用数が減る時期で、是非ご利用いただきたい。 

◇年末年始休館日：12/30（金）～1/3（火）まで 

〈サポートステーション〉 

・11 月のボランティア受入れ：個人 69 名/団体 535 名。モ

ビリア仮設の草抜き、被災された方の敷地の草刈り。漁業支

援はホタテ、農業支援はりんごの収穫のお手伝い（特にひと

り農家）。高田松原を守る会のお手伝い。また、古川沼の遺

品捜索が、許可の管轄が変わったが、市と県から許可を得た

ので継続して活動していく。市にひとり暮らしの方から、枝

払い後の枝処理依頼があり、市からサポステに連絡が入り対

応した。岩泉と行き来するボランティアさんが薪を欲しいと

のニーズがあり提供した。 

・12 月は冬休みを使って来る高校生の有志や、部活動の遠

征の際に合間を見て活動していくこともあった。 

◇年末年始休暇：12/30（金）～1/5（木）まで 

 

3. 活動分野毎の討議・意見交換（グループ議論） 

＜1G地域・コミュニティ＞ 

○ 来年度の 1Gについて 

決定事項：  

・開催日時：毎月第 2火曜日 10:00～12:00（月 1回） 

・開催場所：朝日のあたる家（最大 50名は利用可能、駐車場有、住民の出入りもある） 

・開催案内：メーリングリストを活用 

・会議内容：団体連携、活動・情報共有 → 現状・課題を把握し、陸前高田全体のコ 

ミュ二ティを考ていく（テーマによっては市の担当課にも声を掛けてみる） 

※細かいところまで決めず、まずはやってみよう！ 

        ※次回、来年度に向けての準備として参加者が板書をする。 



 

○ 県営災害公営住宅 栃ヶ沢アパートについての情報共有 

  ・12/19（月）に第 5回栃ヶ沢アパート準備委員会（組織づくり）を行う。 

  ・自治会は設置前だが、住民が個人的なお茶会やラジオ体操・手芸など、ホールを会 

場に活動をしている様子も見られる。 

 

＜2G子ども・教育／女性・子育て＞ 

○ 来年度について 

事務局について 

・事務局は必要。 

・出来れば地元団体が良い。 

会議の目的 

・情報共有、ニーズ共有、団体連携など 

・顔を合わすことも大事な目的 

子ども支援ネットワーク会議が継続になれば、そちらに一本化したいという思いは変わ

らず。引き続き、進捗共有をしながら議論していく。 

○ その他の話題 

  ・被災地の女性の飲酒・喫煙が増えていることについて 

  ・子どもの貧困 など 

  ※詳細は議事録をご覧ください。 

 

＜3G商工・観光・産業・その他＞ 

テーマを設けず、自由にアイデアを出し合った。 

○ 市内の商店街や宿泊施設のお客さま数について 

宿泊の目的の中で、観光は 10％弱。業務や出張が多い。今はいろいろな工事の関係で

仕事はあるが、今後そのような仕事が減ってきた時に観光が弱いと厳しい。 

→何か大きな目玉になるものがほしい。 

また、観光とボランティアは近いようだが一緒に考えるのは難しい。月日の経過とと 

もにボランティアの目的が弱くなって（変わって）きていることも、人が来なくなっ 

ている要因なのかもしれない。 

○ 今後の 3Gの目的について 

陸前高田市全体で課題を捉え、自分たちの活動分野を越えて、各団体何ができるかと

いうことを考えていきたい。 

次回は、さまざまな団体が集まっているこの場を活かして、自団体と他団体が手を組

んでできることについて議論する予定。 

 

【次回の開催日程】 

 第 43回 支援連絡調整会議  

日時：1月 17日（火）10：00～12：00  

会場：陸前高田市コミュニティホール 中会議室 


